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MIDI 規格による電子楽器・電子音楽の産業生態系形成と変容 

〜標準化の観点から見たイノベーションに関する一考察〜 

 
○行本顕，妹尾堅一郎，伊澤久美，白石拓也，杉山沙希（産学連携推進機構） 

ken.yukimoto@nposangaku.org 
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�ࡵࡌࡣ ��

���� 年代初頭、電子楽器を相互に利用可能にするために日米の電子楽器メーカー各社は標準規格と

して「0,', 規格」を策定・開示した。この規格は、電子楽器の普及に寄与し、電子音楽の新市場形成

を促進した。この点において「0,', 規格」はイノベーションの創発要因の一つととらえることができ

る。また、同規格はアマチュア音楽家による電子音楽の民主化を促進した点でもイノベーティブであっ

たと言えるだろう。さらに、同規格は電子楽器の仮想化を促進し、現在では電子音楽産業のインフラと

して位置づけられるに至っている。本報告では、「0,',規格」による電子楽器・電子音楽の産業生態系

形成と変容について俯瞰・考察を行う。�
なお、本報告では、「規格」を「ひとつの企業・団体内で用いられる仕様や基準」、「標準」を「複数の企業・

団体間で共有される仕様や基準」と定義し、表記する。記載内容が他文献等からの引用でない場合は、µ7KH�
&RPSOHWH�0,',�����'HWDLOHG�6SHFLILFDWLRQ�µに記載された内容を「0,',標準」と表記する。�
�
�� 0,', ᶆ‽ࡢᴫせᶆ‽ࡢ⤒⦋�

���� 0,', ᶆ‽ࡢ�ᴫせ�

0XVLFDO�,QVWUXPHQW�'LJLWDO�,QWHUIDFH（以下「0,',」と表記する）標準は、複数の電子楽器を接続

して相互に情報を交換するためのハードウェアおよびプロトコルの規格であり、電子楽器メーカー間で

共有されている標準である�。0,',標準は本来、ライブ演奏時の情報伝達手段として考案されたもので

あるが、����年現在音楽制作分野においても広く使われている�。なお、同標準は ����年に「-,6規格

（-,6;����������）」となり、����年に「,(&国際標準（,(&������������）」に認定されている。�
�

図１．0,',標準を用いた接続例��

�
�
ハードウェアについて0,',標準は非同期方式のシリアル転送を採用しており、物理的なコネクタと

して � ピンの「ドイツ工業品標準規格（',1）」を採用している�。0,', 標準を用いて電子楽器を接続

する場合のケーブル長は最大で ��メートル�と他のシリアル接続規格に比べ相対的に長く、このことは

現在においてもステージ上で0,',標準が利用される理由の一つである。また、データ交換のプロトコ

ルについて、0,', 標準は策定当時の &38 仕様に準拠する形で � ビットのデジタルデータ方式を採用

している。この「0,',メッセージ」について、0,',標準は図 �の通り種類と構成を定めている。�
0,', 標準は、「0,',� ��� 規格」と呼ばれる基本部分と、5HFRPPHQGHG� 3UDFWLFH（53）および

&RQILUPDWLRQ�RI�$SSURYDO（&$）と呼ばれる追加部分によって構成される。前者は印刷物として有償公

開され、後者は、日本の一般社団法人音楽電子事業協会（以下「$0(,」と表記する）または米国の0,',�
0DQXIDFWXUHUV�$VVRFLDWLRQ�（以下「00$」と表記する）会員にのみ開示される形で運用されていたが、

����年より無償ですべての情報が公開されている �。�

1B01.pdf



― 41―

�

�
図㸰．0,',メッセージの種類 ��

�
�
���� 㟁Ꮚᴦჾᕷሙࡢᙧᡂ 0,', つ᱁ᶆ‽ࡢ⤒⦋�

����年代から ����年代にかけて米国において0RRJや $53といったඛ㥑的なアࢼロࢢシンセࢧイ

��、の後ࡑ。のಶᛶ的な音Ⰽの〇品により初期の電子楽器市場を形成したࡑーメーカーがࢨ�� 年代୰

┙から ����年代前༙にかけ 6HTXHQWLDO�&LUFXLW（以下「シーケンシࣕル」と表記する）他が࣏リフࢽ࢛

ック〇品により同市場をᣑ大、≌引した。また、����年代よりローランド、ࣖマハ、コルࢢといった日

本のメーカーが電子楽器市場にཧධし、前ᥖの米国メーカー各社にఃして電子楽器市場におけるᏑ在ឤ

を示した。これらのアࢼロࢢシンセࢧイࢨーは、同年代におけるඛ㗦的な࣑ュージシࣕン達によって音

楽的表現の手段として✚ᴟ的に用いられたが、ࡑの一方で制ᚚ方式がメーカー間で␗なっていたことに

よりメーカーの␗なる電子楽器を相互に連携することができなかった。たとえばࣖマハの接続方式であ

る「.H\�&RGH�6\VWHP」とシーケンシࣕルの接続方式である「6&,�'LJLWDO�,QWHUIDFH」は互換ᛶがなく、

互いの機器を連携することは可能であったとされる��。�
上記の≧ἣに対してより㇏かな電子楽器⎔ቃをồめる電子音楽産業からの要ồを⫼ᬒとして、����年

にシーケンシࣕル、ローランド、࢜ーࣂーハイ࣒のᥦၐにࣖマハ、コルࢢ、カワイが呼ᛂする形で各社

の電子楽器を相互に接続するための規格の策定と、ࡑの標準化がᥦၐされた。ࡑの後シーケンシࣕルと

日本ࢧイドのメーカーを୰ᚰにල体的な仕様等が᳨ウされ⩣ ���� 年 �᭶に規格のヲ⣽がỴ定、呼⛠を

0,',とすることがỴまった。この内容は ����年に「0,',�6WDQGDUG����」として策定され、各電子

楽器メーカー間で標準として共有された ����� ��� ��� ��。同標準の⟶理団体として ����年に米国にて前ᥖ

00$が��、また ����年に日本にて $0(,がタ❧��され、現在に至っている。�
�
㸺0,',年表（本✏に関連する㡯┠を୰ᚰにᢤ⢋）㸼�
����年�� シーケンシࣕル、ローランド、࢜ーࣂーハイ࣒のᥦၐにࣖマハ、コルࢢ、カワイが呼�

ᛂする形で電子楽器を相互に接続するための標準がᥦၐされる�
����年 ��᭶� 米「.(<%2$5'」ㄅ上にて0,',�9HU�����が公開される�
����年 �᭶� 米�1$00ショーにて0,',接続デࣔが公開される�
����年�� 米国にて0,',�0DQXIDFWXUHUV�$VVRFLDWLRQ��00$��が発㊊する�
����年� 「0,',�6WDQGDUG����」が策定される�
����年� 「0,',�6WDQGDUG����」がฟ∧される ���
����年�� スタンࢲード0,',フイル（60)）に関する追加規格（53���）がᢎ認される���
����年� 音※㓄ิに関する追加規格「*0システ࣒ࣞベル ��53����」がᢎ認される ���
����年 �᭶� 社団法人音楽電子事業協会��$0(,��がタ❧される�
����年 �᭶� 0,',が「-,6規格」となる�
����年 �᭶� 音※㓄ิに関する追加規格「�*0システ࣒ࣞベル ��53����」がᢎ認される���
����年 ��᭶� 携ᖏ電ヰ╔ಙメロディ用の規格「*HQHUDO�0,',�/LWH��53����」がᢎ認される���
����年 �᭶� 0,',����規格᭩、53および &$が無償公開される�
����年 �᭶� 0,',が ,(&国際標準として認定される�
�

�� 㟁Ꮚᴦჾ࣭㟁Ꮚ㡢ᴦ⏘ᴗࡢ≧ἣ�

���� 0,', ᶆ‽⟇ᐃࡢ≧ἣ�

0,',標準の策定後、��年代を通ࡌて日本国内の電子楽器ฟⲴ㔠㢠はቑ加を続け、電子楽器市場はᣑ
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大した。また、この時期は、音Ⰽを使用者が⮬由に創作することを主とした㘽┙楽器である「キー࣎ー

ドシンセࢧイࢨー」に加え、新規に電子楽器市場にཧධしたカシ࢜等のメーカーによって⊂⮬に開発さ

れたᢏ⾡による電子楽器「ࢽ࣑キー࣎ード」がⓏ場した点も≉ᚩとしてᣲࡆられる（図㸱）。なお、日本

国内の〇品⤫ィにおいて「キー࣎ードシンセࢧイࢨー」は「電子キー࣎ード」から分され⊂❧した分

類として ����年以㝆 ����年までの間㞟ィされた。�
�

図㸱．電子楽器ฟⲴ㔠㢠推⛣（国内）���

�
�
���� 㟁Ꮚᴦჾࣝࢱࢪࢹࡢ࣭࢙࢘ࢺࣇࢯࡀ㐍⾜ࡓࡋᮇࡢ≧ἣ�

���� 年代にࣖマハは米スタンフ࢛ード大学との長年にわたる◊✲の成ᯝである )0 方式音※を採用

したフルデジタルシンセࢧイࢨーを発し電子楽器のデジタル化を促進するとともにࡑの表現のᖜを

ᣑ大した。また、���� 年代の༙ば以㝆 ���� 年代にかけて電子楽器メーカー各社よりメࣔリの㧗ᛶ能

化・ప౯格化を⫼ᬒとしてデジタルࢧンプリンࢢ音※（3&0 方式）を用いた電子楽器が相ḟいで発

された。いࡎれの方式の〇品も0,',標準を採用したことから、音※方式の␗同にかかわらࡎ相互連携・

コントロールが可能であった。ࡑの後 ���� 年代において 3&0 方式音※のᛶ能がྥ上したことおよび

プリセット音のみを使うࣘーࢨがቑ加したことにకい ���� 年代には 3&0 方式が電子楽器に用いられ

る音※の事ᐇ上の標準方式となった。なお、3&0 方式音※のᛶ能はハードウェアのᛶ能に大きく౫Ꮡ

するため、この時期以㝆の電子楽器市場は᪤Ꮡのメーカーおよび新規ཧධ者による新〇品の開発・市場

➇தが⃭化した。また、この㐣⛬で電子楽器ⲡ創期より電子楽器市場にཧ加していた複数のメーカーが

合ే等によりࡑのጼをᾘした ��。�
 他方、����年代ᮎから ����年代にかけてỗ用コンピュータの㧗ᛶ能化・ప౯格化を⫼ᬒに 3&上で

電子楽器のシーケンࢧ機能を࣑࢚ュࣞートする0,',シーケンスࢯフトがⓏ場した。これらは作᭤、記

㆕、楽㆕のฟ∧・印刷、⮬ື演奏、音ኌ⦅㞟といった機能に分化して普及し ��、日本においてはᚑ来楽

器を┤接演奏していなかった 3&ࣘーࢨらを୰ᚰに、3&上での音楽制作を楽しࡴάືである 'HVN�7RS�
0XVLF（以下「'70」と表記する）のᴫᛕが普及した��。'70において作᭤者は、3&上で作成・ධຊ

した楽㆕等のデータを0,',データとして 3&に接続された0,',電子楽器に送ることで⮬ື演奏さࡏ

ることができるので、電子楽器の演奏ᢏ⾡をᚲ要としない。また、前ฟ「53」のう0ࡕ,',データの格

⣡フ࢛ーマットである 60)を定義する 53���、および '70に可Ḟなእ部音※の音Ⰽマップを定義

する *0システ࣒ࣞベル１（53���）のᏑ在を⫼ᬒとしてアマチュア作᭤者の間では '70によって〇

作された音楽データを0,',規格を用いてやりྲྀりするコ࣑ュࢽティがฟ現した��。�
�
���� ���� ᖺ௦௨㝆ࡢ≧ἣ�

����年代にධり 3&のฎ理能ຊがさらにྥ上したことを⫼ᬒとして、㘓音・⦅㞟・࣑キシンࢢなの

音楽作成⎔ቃがࢯフトウェア化されるようになった。このことにకい、本来⊂❧したࢯフトウェアであ

った0,',シーケンスࢯフトがこれらと一体化し 'LJLWDO�$XGLR�:RUNVWDWLRQ（以下「'$:」と表記す

る）と呼ばれる⤫合音楽作成⎔ቃがⓏ場した。この⤒⦋より、'$: は演奏情報の内部ฎ理に 0,', 標
準を用いており、ᚑってᚑ来の0,',電子楽器（ハードウェア）をእ部音※として接続して利用するこ

とも可能である。しかし、現在では㐣ཤのアࢼロࢢシンセࢧイࢨーをྵࡴከ数の音※が「プラࢢイン」

としてࢯフトウェア化されていることから、これらを用いることが一般的となった ��。�
また、����年には:�&よりブラウࢨ上でື作する0,',音※࣑࢚ュࣞータ�:HE�0,',�$3,��が公開

されており��、0,',標準が利用される場は 3&からクラウドと広がりを見ࡏている。�
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�� 0,', つ᱁ࡢᶆ‽ࡢほⅬࡽぢࡓ㟁Ꮚᴦჾ࣭㟁Ꮚ㡢ᴦ⏘ᴗࡢኚᐜ�

���� 㟁Ꮚᴦჾ࣭㟁Ꮚ㡢ᴦ⏘ᴗࡢኚᐜ�

���� 年代から日に至るまでの電子楽器・電子音楽産業の変容を俯瞰的に═めてみると、ḟの � つ

のタイ࣑ンࢢにおいて0,',標準のᏑ在が㔜要なᙺをᯝたしていたことがわかる。以下、産業生態系

の形成と変容について標準化の観点より考察する。�
�

������ 0,', つ᱁ࡢᶆ‽ࠕࡿࡼ㟁Ꮚ㡢ᴦࠖᕷሙࠕ㟁Ꮚᴦჾࠖᕷሙࡢᣑ㸦ᙧᡂᮇ㸧�

まࡎ、電子楽器市場の形成期である ���� 年代初頭において、電子楽器メーカー各社は互いに手を⤌

で電子楽器間の通ಙおよびこれらの物理的な接続に用いる➃子の形≧の規格を策定し、これを共用のࢇ

ものとして標準化した。この0,',標準の策定によって、これまでメーカー間で␗なっていた電子楽器

の接続方式が標準化され、相互に接続することが可能となった。このことは、当時の࣑ュージシࣕンら

音楽のプロフェッショࢼルにとり音楽表現のᖜが㇏かになることをពし、ここから生みฟされたከ様

な音楽作品を通ࡌて電子音楽の❧ࡕ上ࡆとࡑの産業形成がጞまった。⤖ᯝとして電子楽器の普及が促進

され、電子楽器市場はᣑ大されたと考えられる。すなわࡕ、���� 年代初頭における 0,', 規格の標準

化はフ࢛ーラ࣒標準として成❧し、「電子音楽」市場の形成に寄与するとともに「電子楽器」市場のᣑ大

を促進したのである。つまり、0,',規格の標準化はイノベーション創発要因の一つであったといえる。�
�

������ 0,', つ᱁ࡢᶆ‽ࢆ㉳Ⅼࠕࡓࡋ㟁Ꮚᴦჾࠖࡢ⠊ᅖᣑ㸦ᬑཬ࣭Ẹᮇ㸧�

����年代後༙から ����年代にかけてのࣃーࢼࢯルコンピュータの㧗ᛶ能化を⫼ᬒとして、電子楽器

のシーケンࢧ機能をỗ用 3& 上でື作するࢯフトウェアとして現することが可能になった。0,', 標
準は、ࡑのタィ上デジタル制ᚚとの㧗いぶᛶを有していたことから、これらỗ用 3&と電子楽器の相

互連携にも用いられた。このことによって 3& 上での作᭤、および 3& に接続した電子楽器による電子

音楽の⮬ື演奏が可能になった。このことは、ᚑ来楽器を┤接演奏していなかった（できなかった）3&
ࣘーࢨを電子楽器市場にᣍきධれることとなり、同市場のᣑ大に寄与した。また、これらのアマチュア

作᭤家は、0,', 標準に準拠した音楽データの交換を通ࡌて⮬↛発生的な電子音楽市場である '70 市

場を新たに形成した。すなわࡕ ����年代初頭における0,',規格の標準化は、����年代から ����年

代にかけての時期において相互連携可能な「電子楽器」の⠊ᅖを、ᚑ来のハードウェアとしての「電子

楽器」に加えてコンピュータ上のࢯフトウェアとしての「電子楽器」をྵࡴものにᣑᙇしたのである。

このことは、0,', 標準が電子楽器市場のᣑ大に寄与するとともに、アマチュアを୰ᚰとした非演奏者

ࣘーࢨをྲྀり㎸ࡴ形で「電子音楽の普及・民主化」を促進したと見ることができる。�
�

�Ⓨᒎࡢ‽ᶆࡢ㡢ᴦࠖ⏘ᴗࠕࡽ‽ᶆࡢ㟁Ꮚᴦჾࠖ⏘ᴗࠕ ������

����年代から ����年代には、コンピューティンࢢᢏ⾡と通ಙᢏ⾡の㣕㌍的な進Ṍを⫼ᬒとして、電

子楽器はᛴ㏿にデジタル化され、かつ仮想化された。また、電子楽器以እの音楽制作に関する要⣲につ

いても仮想化が促進され、「電子音楽」産業と「音楽」産業のቃ⏺が㔜なりあうようになった。このこと

は、0,',標準が'$:という 3&上の仮想的な⤫合音楽制作⎔ቃにྲྀり㎸まれたとみることができる。

すなわࡕ ����年代における0,',規格の標準化は、����年代から ����年代において「電子楽器」の

ᐇ体を႙ኻさࡏる一方で、同標準を当初の「電子楽器」メーカー間における標準から「音楽」産業体

で共用される標準と発ᒎさࡏたと言えるだろう。�
�

�ࡧࡍࡴ ��

以上のように、0,', 標準が電子楽器間をつなࡄための業⏺標準からはࡌまり、ࡑのᙳ㡪⠊ᅖを楽器

以እのハードウェア、ࢯフトウェアにも広ࡆつつ、音楽産業体とᣑ大していく様子を見てྲྀること

ができる。つまり、0,', 標準を㉳点として、電子楽器・電子音楽という市場、産業が形成されたと言

えるだろう。このように本௳は、「標準化」が産業生態系をいかに変容さࡏるか、またࡑの୰で標準⮬体

のព合いがのように変化していくのか、ということを➃的に示した事例といえるのである。�
�

࠙ㅰ㎡ࠚ�
本ㄪᰝ◊✲に際して、事ᐇのㄪᰝに関する㸰および㸱についておᛁしい୰ྲྀᮦにᛌくᛂࡌてくださった≉チᗇᑂᰝ➨

ᅄ部ᑂᰝᐁ 間ᐑ様、ࣖ マハᰴ式会社�▱的㈈産部長�ᑠ杉┤ᘯ様、楽器・音㡪事業本部ᢏ⾡開発部音※プラットフ࢛

ーࢢ࣒ループ主ᖿ�ᰠ下ṇᑜ様、▱的㈈産部ᡓ␎推進ࢢループ主ᖿ�ዉᮌඞኵ様、同主事�∾野達也様に、ᚰからᚚ♩⏦し

上ࡆます。なお、１、㸲、および㸳につきましては上記ㄪᰝに基づく➹者の見ゎ・考察であり、同ㄪᰝにࡈ協ຊいただい
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�

たⓙ様およびこれらの方ࠎのᡤᒓする⤌⧊の公式な見ゎ・考察ではありまࢇࡏ。�
以上�

�
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